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( 5 7 )【特許請求の範囲】

【請求項１】

　１対の横架材と１対の柱と４つの建材用結合部材と１対の筋交いブレースと１対の横連

結棒と１対の縦連結棒と基礎とを有し、

　各横架材は互いに間隔をあけて平行に設けられ、

　各柱は各横架材の間で互いに間隔をあけて各横架材に直交するよう設けられ、

　各建材用結合部材は筒部とベース部とを一体的に有し、前記筒部は柱取付孔を有し、内

部に柱の一端を挿入可能な貫通孔を有し、前記ベース部は横架材取付孔を有し、前記筒部

の端部に直交するよう設けられ、前記筒部と反対側に横架材と長さ方向に沿って嵌合可能

な嵌合部を有し、前記嵌合部は前記貫通孔に直交して連通しており、前記筒部の前記貫通

孔の内部に各柱の上端または下端を挿入されて前記柱取付孔に挿入された柱固定部材によ

り各柱に固定され、前記ベース部の前記嵌合部に各横架材を嵌合されて前記横架材取付孔

に挿入された横架材固定部材により各横架材に固定されており、

　前記筒部と前記ベース部との交差する内側に前記筒部および前記ベース部と結合したコ

ーナー部を有し、前記コーナー部に筋交い固定孔を有し、前記筒部は前記コーナー部と結

合した面の、前記コーナー部を挟む両側と、その対向面に、前記ベース部と平行に貫通す

るそれぞれ上下１対の前記柱取付孔を有し、前記筒部はいずれか１対の前記柱取付孔から

成るボルト横孔を有し、前記ベース部は前記コーナー部と結合した中間板部の、前記コー

ナー部を挟む両側に、前記筒部と平行に貫通する前記横架材取付孔を有し、前記ベース部

はいずれかの前記横架材取付孔から成るボルト縦孔を有し、
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　 各 筋 交 い ブ レ ー ス は 互 い に 交 差 し て そ れ ぞ れ 両 端 が 各 コ ー ナ ー 部 の 前 記 筋 交 い 固 定 孔 で

固 定 さ れ 、 各 横 連 結 棒 は 各 横 架 材 と 平 行 に 伸 び 、 各 柱 お よ び 各 筒 部 の 前 記 ボ ル ト 横 孔 を 貫

通 し て そ れ ぞ れ 両 端 が 各 柱 に 固 定 さ れ 、 各 縦 連 結 棒 は 各 柱 と 平 行 に 伸 び 、 各 横 架 材 お よ び

各 ベ ー ス 部 の 前 記 ボ ル ト 縦 孔 を 貫 通 し て そ れ ぞ れ 両 端 が 各 横 架 材 に 固 定 さ れ て お り 、

　 前 記 基 礎 の 上 部 に 下 側 の 前 記 横 架 材 が 配 置 さ れ 、 各 縦 連 結 棒 は 中 間 部 に タ ー ン バ ッ ク ル

を 有 し 下 端 側 が ア ン カ ー ボ ル ト を 構 成 し て 前 記 基 礎 に 固 定 さ れ 、 各 横 連 結 棒 は 中 間 部 に タ

ー ン バ ッ ク ル を 有 す る こ と を 、

　 特 徴 と す る 耐 震 建 築 構 造 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 耐 震 建 築 構 造 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 従 来 の 耐 震 建 築 構 造 と し て 、 耐 震 性 の 向 上 の た め 、 土 台 と 梁 と の 間 に 柱 を 立 設 し 、 土 台

又 は 梁 と 柱 と が 成 す 角 隅 部 に 隅 金 物 を 設 置 し 、 隅 金 物 に 筋 交 い を 固 定 し 、 隅 金 物 に ボ ル ト

を 固 定 し て 成 り 、 柱 と 土 台 又 は 梁 と の 接 合 強 度 を 高 め た 耐 震 建 築 構 造 が 開 示 さ れ て い る （

例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ０ － ３ １ ４ ７ ４ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の 耐 震 建 築 構 造 よ り 、 さ ら に 高 い 耐 震 強 度 が 求 め ら れ

て い た 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 課 題 に 着 目 し て な さ れ た も の で 、 耐 震 強 度 が 極 め て 高 い 耐 震 建 築

構 造 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 に 係 る 耐 震 建 築 構 造 は 、 １ 対 の 横 架 材 と １ 対 の 柱 と

４ つ の 建 材 用 結 合 部 材 と １ 対 の 筋 交 い ブ レ ー ス と １ 対 の 横 連 結 棒 と １ 対 の 縦 連 結 棒 と 基 礎

と を 有 し 、 各 横 架 材 は 互 い に 間 隔 を あ け て 平 行 に 設 け ら れ 、 各 柱 は 各 横 架 材 の 間 で 互 い に

間 隔 を あ け て 各 横 架 材 に 直 交 す る よ う 設 け ら れ 、 各 建 材 用 結 合 部 材 は 筒 部 と ベ ー ス 部 と を

一 体 的 に 有 し 、 前 記 筒 部 は 柱 取 付 孔 を 有 し 、 内 部 に 柱 の 一 端 を 挿 入 可 能 な 貫 通 孔 を 有 し 、

前 記 ベ ー ス 部 は 横 架 材 取 付 孔 を 有 し 、 前 記 筒 部 の 端 部 に 直 交 す る よ う 設 け ら れ 、 前 記 筒 部

と 反 対 側 に 横 架 材 と 長 さ 方 向 に 沿 っ て 嵌 合 可 能 な 嵌 合 部 を 有 し 、 前 記 嵌 合 部 は 前 記 貫 通 孔

に 直 交 し て 連 通 し て お り 、 前 記 筒 部 の 前 記 貫 通 孔 の 内 部 に 各 柱 の 上 端 ま た は 下 端 を 挿 入 さ

れ て 前 記 柱 取 付 孔 に 挿 入 さ れ た 柱 固 定 部 材 に よ り 各 柱 に 固 定 さ れ 、 前 記 ベ ー ス 部 の 前 記 嵌

合 部 に 各 横 架 材 を 嵌 合 さ れ て 前 記 横 架 材 取 付 孔 に 挿 入 さ れ た 横 架 材 固 定 部 材 に よ り 各 横 架

材 に 固 定 さ れ て お り 、 前 記 筒 部 と 前 記 ベ ー ス 部 と の 交 差 す る 内 側 に 前 記 筒 部 お よ び 前 記 ベ

ー ス 部 と 結 合 し た コ ー ナ ー 部 を 有 し 、 前 記 コ ー ナ ー 部 に 筋 交 い 固 定 孔 を 有 し 、 前 記 筒 部 は

前 記 コ ー ナ ー 部 と 結 合 し た 面 の 、 前 記 コ ー ナ ー 部 を 挟 む 両 側 と 、 そ の 対 向 面 に 、 前 記 ベ ー

ス 部 と 平 行 に 貫 通 す る そ れ ぞ れ 上 下 １ 対 の 前 記 柱 取 付 孔 を 有 し 、 前 記 筒 部 は い ず れ か １ 対

の 前 記 柱 取 付 孔 か ら 成 る ボ ル ト 横 孔 を 有 し 、 前 記 ベ ー ス 部 は 前 記 コ ー ナ ー 部 と 結 合 し た 中

間 板 部 の 、 前 記 コ ー ナ ー 部 を 挟 む 両 側 に 、 前 記 筒 部 と 平 行 に 貫 通 す る 前 記 横 架 材 取 付 孔 を

有 し 、 前 記 ベ ー ス 部 は い ず れ か の 前 記 横 架 材 取 付 孔 か ら 成 る ボ ル ト 縦 孔 を 有 し 、 各 筋 交 い

ブ レ ー ス は 互 い に 交 差 し て そ れ ぞ れ 両 端 が 各 コ ー ナ ー 部 の 前 記 筋 交 い 固 定 孔 で 固 定 さ れ 、
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各 横 連 結 棒 は 各 横 架 材 と 平 行 に 伸 び 、 各 柱 お よ び 各 筒 部 の 前 記 ボ ル ト 横 孔 を 貫 通 し て そ れ

ぞ れ 両 端 が 各 柱 に 固 定 さ れ 、 各 縦 連 結 棒 は 各 柱 と 平 行 に 伸 び 、 各 横 架 材 お よ び 各 ベ ー ス 部

の 前 記 ボ ル ト 縦 孔 を 貫 通 し て そ れ ぞ れ 両 端 が 各 横 架 材 に 固 定 さ れ て お り 、 前 記 基 礎 の 上 部

に 下 側 の 前 記 横 架 材 が 配 置 さ れ 、 各 縦 連 結 棒 は 中 間 部 に タ ー ン バ ッ ク ル を 有 し 下 端 側 が ア

ン カ ー ボ ル ト を 構 成 し て 前 記 基 礎 に 固 定 さ れ 、 各 横 連 結 棒 は 中 間 部 に タ ー ン バ ッ ク ル を 有

す る こ と を 、 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 各 建 材 用 結 合 部 材 は 筒 部 の 貫 通 孔 の 内 部 に 各 柱 の 上 端 ま た は 下 端 を 挿 入 さ れ て 各 柱 に 固

定 さ れ 、 ベ ー ス 部 の 嵌 合 部 に 各 横 架 材 を 嵌 合 さ れ て 各 横 架 材 に 固 定 さ れ て い る の で 、 各 柱

と 各 横 架 材 と が 強 固 に 一 体 化 さ れ る 。 こ の た め 、 耐 震 強 度 が 極 め て 高 く な っ て い る 。

　 本 発 明 に 係 る 耐 震 建 築 構 造 は 、 建 材 用 結 合 部 材 を 使 用 す る こ と に よ り 、 横 架 材 お よ び 柱

の プ レ カ ッ ト 工 程 を 省 略 し て 、 省 力 化 ・ コ ス ト 削 減 ・ 技 術 者 不 足 の 解 消 を 図 る こ と が で き

、 し か も 木 材 の 断 面 欠 損 を 必 要 と し な い た め 、 部 材 強 度 の 性 能 を 最 大 限 に 発 揮 し 、 熟 練 技

能 者 に 頼 ら な く て も 極 め て 高 い 耐 震 強 度 を 達 成 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 に 係 る 耐 震 建 築 構 造 は 、 １ 対 の 筋 交 い ブ レ ー ス が 互 い に 交 差 し て 各 コ ー ナ ー 部 に

固 定 さ れ 、 １ 対 の 横 連 結 棒 が 各 横 架 材 と 平 行 に 伸 び て 各 柱 に 固 定 さ れ 、 １ 対 の 縦 連 結 棒 が

各 柱 と 平 行 に 伸 び て 各 横 架 材 に 固 定 さ れ て い る た め 、 耐 震 強 度 が さ ら に 高 く な っ て い る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 発 明 に 係 る 耐 震 建 築 構 造 は 、 タ ー ン バ ッ ク ル に よ り 各 縦 連 結 棒 お よ び 各 横 連 結 棒 の 張

力 の 調 整 が 容 易 で あ る 。

　 本 発 明 に 係 る 耐 震 建 築 構 造 に お い て 、 柱 は 隣 り 合 う 柱 ご と に 対 を 構 成 し 、 １ 対 の 横 架 材

の 間 に 複 数 対 の 柱 が 設 け ら れ て い て も よ い 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ２ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 耐 震 強 度 が 極 め て 高 い 耐 震 建 築 構 造 を 提 供 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ３ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 耐 震 建 築 構 造 を 示 す 正 面 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 耐 震 建 築 構 造 の 要 部 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 図 ２ に 示 す 耐 震 建 築 構 造 の 要 部 を 示 す 反 対 側 の 斜 視 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ４ 】

　 以 下 、 図 面 に 基 づ き 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。

　 図 １ ～ 図 ３ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 耐 震 建 築 構 造 を 示 し て い る 。

　 図 １ ～ 図 ３ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 耐 震 建 築 構 造 は 、 木 造 軸 組 住 宅 の 構 造

で あ っ て 、 複 数 組 の 建 材 用 結 合 部 材 １ と 複 数 対 の 横 架 材 ２ と 複 数 対 の 柱 ３ と 複 数 対 の 筋 交

い ブ レ ー ス ４ と 複 数 対 の 横 連 結 棒 ５ と 複 数 対 の 縦 連 結 棒 ６ と 基 礎 ７ と を 有 し て い る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 各 建 材 用 結 合 部 材 １ は 、 剛 性 の 金 属 製 で 、 筒 部 １ １ と ベ ー ス 部 １ ２ と コ ー ナ ー 部 １ ３ と

を 一 体 的 に 有 し て い る 。 筒 部 １ １ は 、 角 筒 状 で 内 部 に 柱 ３ の 一 端 を 挿 入 可 能 な 貫 通 孔 １ １

ａ を 有 し て い る 。 ベ ー ス 部 １ ２ は 、 中 間 板 部 １ ２ ａ と １ 対 の 側 板 部 １ ２ ｂ と を 一 体 的 に 有

し て い る 。 中 間 板 部 １ ２ ａ は 、 細 長 い 板 状 で あ っ て 、 筒 部 １ １ の 端 部 に 直 交 す る よ う 設 け

ら れ て い る 。 各 側 板 部 １ ２ ｂ は 、 中 間 板 部 １ ２ ａ の 、 筒 部 １ １ と 反 対 側 の 両 縁 に 長 さ 方 向

に 沿 っ て 直 角 に 設 け ら れ 、 延 長 し て 筒 部 １ １ と 結 合 し て い る 。 こ れ に よ り 、 ベ ー ス 部 １ ２

は 、 筒 部 １ １ と 反 対 側 に 横 架 材 ２ と 長 さ 方 向 に 沿 っ て 嵌 合 可 能 な 嵌 合 部 １ ２ ｃ を 有 し て い

る 。 嵌 合 部 １ ２ ｃ は 、 貫 通 孔 １ １ ａ に 直 交 し て 連 通 し て い る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 コ ー ナ ー 部 １ ３ は 、 板 状 で あ っ て 、 筒 部 １ １ と ベ ー ス 部 １ ２ の 中 間 板 部 １ ２ ａ と の 交 差

す る 内 側 中 央 に 一 体 的 に 設 け ら れ 、 筒 部 １ １ お よ び ベ ー ス 部 １ ２ に 直 角 に 結 合 し て い る 。
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コ ー ナ ー 部 １ ３ は 、 筋 交 い 固 定 孔 １ ３ ａ を 有 し て い る 。 筒 部 １ １ は 、 コ ー ナ ー 部 １ ３ と 結

合 し た 面 の 、 コ ー ナ ー 部 １ ３ を 挟 む 両 側 と 、 そ の 対 向 面 に そ れ ぞ れ 上 下 １ 対 の 柱 取 付 孔 １

４ を 有 し て い る 。 各 柱 取 付 孔 １ ４ は 、 ベ ー ス 部 １ ２ と 平 行 に 筒 部 １ １ を 貫 通 し て い る 。 ま

た 、 筒 部 １ １ は 、 他 方 の 対 向 す る １ 対 の 面 に 上 下 １ 対 の 柱 取 付 孔 １ ４ を 有 し て い る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 ベ ー ス 部 １ ２ は 、 コ ー ナ ー 部 １ ３ と 結 合 し た 中 間 板 部 １ ２ ａ の 、 コ ー ナ ー 部 １ ３ を 挟 む

両 側 に 横 架 材 取 付 孔 １ ５ を 有 し て い る 。 各 横 架 材 取 付 孔 １ ５ は 、 筒 部 １ １ と 平 行 に 貫 通 し

て い る 。 ま た 、 ベ ー ス 部 １ ２ は 、 側 板 部 １ ２ ｂ の 対 向 す る １ 対 の 面 に 長 さ 方 向 に 沿 っ て 直

列 に 複 数 、 一 例 で ３ つ の 横 架 材 取 付 孔 １ ５ を 有 し て い る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 各 横 架 材 ２ は 、 角 材 か ら 成 り 、 各 対 ご と に 互 い に 間 隔 を あ け て 平 行 に 設 け ら れ て い る 。

各 横 架 材 ２ は 、 上 側 が 梁 を 構 成 し 、 下 側 が 土 台 を 構 成 す る 。 各 柱 ３ は 、 角 材 か ら 成 り 、 各

横 架 材 ２ の 間 で 各 対 ご と に 互 い に 間 隔 を あ け て 各 横 架 材 ２ に 直 交 す る よ う 設 け ら れ て い る

。 各 建 材 用 結 合 部 材 １ は ４ つ を １ 組 と し 、 そ れ ぞ れ 筒 部 １ １ の 貫 通 孔 １ １ ａ の 内 部 に 各 柱

３ の 上 端 ま た は 下 端 を 挿 入 さ れ て 柱 取 付 孔 １ ４ に 挿 入 さ れ た 柱 固 定 部 材 １ ６ に よ り 各 柱 ３

に 固 定 さ れ て い る 。 貫 通 孔 １ １ ａ は 、 断 面 形 状 が 柱 ３ の 断 面 形 状 と ほ ぼ 一 致 し 、 断 面 寸 法

が 柱 ３ の 断 面 寸 法 よ り や や 大 き く 設 定 さ れ て い る 。 柱 固 定 部 材 １ ６ は 、 ボ ル ト か ら 成 り 、

ナ ッ ト で 締 め 付 け て 固 定 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 各 建 材 用 結 合 部 材 １ は 、 そ れ ぞ れ ベ ー ス 部 １ ２ の 嵌 合 部 １ ２ ｃ に 各 横 架 材 ２ を 嵌 合 さ れ

て 横 架 材 取 付 孔 １ ５ に 挿 入 さ れ た 横 架 材 固 定 部 材 １ ７ に よ り 各 横 架 材 ２ に 固 定 さ れ て い る

。 嵌 合 部 １ ２ ｃ は 、 幅 が 横 架 材 ２ の 幅 よ り や や 大 き く 、 深 さ が 横 架 材 ２ の 厚 さ と ほ ぼ 同 じ

に 設 定 さ れ て い る 。 横 架 材 固 定 部 材 １ ７ は 、 ボ ル ト か ら 成 り 、 ナ ッ ト で 締 め 付 け て 固 定 さ

れ る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 各 筋 交 い ブ レ ー ス ４ は 、 各 対 ご と に 互 い に 交 差 し て 、 そ れ ぞ れ 両 端 が 各 対 の コ ー ナ ー 部

１ ３ の 筋 交 い 固 定 孔 １ ３ ａ で ボ ル ト お よ び ナ ッ ト に よ り 固 定 さ れ て い る 。 各 横 連 結 棒 ５ は

、 ボ ル ト 状 で あ っ て 中 間 部 に タ ー ン バ ッ ク ル を 有 し て い る 。 各 横 連 結 棒 ５ は 、 各 横 架 材 ２

と 平 行 に 伸 び 、 そ れ ぞ れ 各 対 の 柱 ３ お よ び 各 対 の 筒 部 １ １ の ボ ル ト 横 孔 を 貫 通 し て そ れ ぞ

れ 両 端 が 各 柱 ３ に ナ ッ ト で 固 定 さ れ て い る 。 ボ ル ト 横 孔 は 、 各 筒 部 １ １ の 、 コ ー ナ ー 部 １

３ を 挟 む 両 側 と そ の 対 向 面 に 設 け ら れ た 、 い ず れ か １ 対 の 柱 取 付 孔 １ ４ か ら 成 る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 各 縦 連 結 棒 ６ は 、 ボ ル ト 状 で あ っ て 中 間 部 に タ ー ン バ ッ ク ル を 有 し て い る 。 各 縦 連 結 棒

６ は 、 各 柱 ３ と 平 行 に 伸 び 、 そ れ ぞ れ 各 対 の 横 架 材 ２ お よ び 各 対 の ベ ー ス 部 １ ２ の ボ ル ト

縦 孔 を 貫 通 し て そ れ ぞ れ 両 端 が 各 横 架 材 ２ に ナ ッ ト で 固 定 さ れ て い る 。 ボ ル ト 縦 孔 は 、 各

中 間 板 部 １ ２ ａ の 、 コ ー ナ ー 部 １ ３ を 挟 む 両 側 に 設 け ら れ た 、 い ず れ か の 横 架 材 取 付 孔 １

５ か ら 成 る 。

　 下 側 の 横 架 材 ２ は 、 土 台 を 構 成 し 、 基 礎 ７ の 上 部 に 配 置 さ れ て い る 。 各 縦 連 結 棒 ６ は 、

下 端 側 が ア ン カ ー ボ ル ト を 構 成 し て 基 礎 ７ に 固 定 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 次 に 、 作 用 に つ い て 説 明 す る 。

　 本 実 施 の 形 態 の 耐 震 建 築 構 造 に お い て 、 各 建 材 用 結 合 部 材 １ は 筒 部 １ １ の 貫 通 孔 １ １ ａ

の 内 部 に 各 柱 ３ の 上 端 ま た は 下 端 を 挿 入 さ れ て 各 柱 ３ に 固 定 さ れ 、 ベ ー ス 部 １ ２ の 嵌 合 部

１ ２ ｃ に 各 横 架 材 ２ を 嵌 合 さ れ て 各 横 架 材 ２ に 固 定 さ れ て い る の で 、 各 柱 ３ と 各 横 架 材 ２

と が 強 固 に 一 体 化 さ れ る 。 こ の 剛 接 合 に よ り 、 耐 震 強 度 が 極 め て 高 く な っ て い る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 ま た 、 各 対 の 筋 交 い ブ レ ー ス ４ が 互 い に 交 差 し て 各 コ ー ナ ー 部 １ ３ に 固 定 さ れ 、 各 対 の

横 連 結 棒 ５ が 各 横 架 材 ２ と 平 行 に 伸 び て 各 柱 ３ に 固 定 さ れ 、 各 対 の 縦 連 結 棒 ６ が 各 柱 ３ と

平 行 に 伸 び て 各 横 架 材 ２ に 固 定 さ れ て い る た め 、 耐 震 強 度 が さ ら に 高 く な っ て い る 。 そ の

耐 震 性 能 は 、 本 実 施 の 形 態 の 耐 震 建 築 構 造 を ２ 階 建 て 以 上 の 建 築 物 に 用 い た と き 、 上 層 階
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で さ ら に 発 揮 さ れ る 。 各 縦 連 結 棒 ６ は 、 下 端 側 が ア ン カ ー ボ ル ト を 構 成 し て 基 礎 ７ に 固 定

さ れ て い る の で 、 極 め て 剛 性 が 高 い 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 本 実 施 の 形 態 の 耐 震 建 築 構 造 は 、 建 材 用 結 合 部 材 １ を 使 用 す る こ と に よ り 、 横 架 材 ２ お

よ び 柱 ３ の プ レ カ ッ ト 工 程 を 省 略 し て 、 省 力 化 ・ コ ス ト 削 減 ・ 技 術 者 不 足 の 解 消 を 図 る こ

と が で き 、 し か も 木 材 の 断 面 欠 損 を 必 要 と し な い た め 、 部 材 強 度 の 性 能 を 最 大 限 に 発 揮 し

、 熟 練 技 能 者 に 頼 ら な く て も 極 め て 高 い 耐 震 強 度 を 達 成 す る こ と が で き る 。

　 本 実 施 の 形 態 の 耐 震 建 築 構 造 は 、 部 品 金 物 の 形 状 を 共 通 に し て 部 品 の 種 類 を 少 な く す る

こ と が で き 、 一 度 、 組 立 て を 経 験 す れ ば 、 熟 練 技 能 者 で な く て も 、 建 築 物 全 体 の 組 立 て を

容 易 に 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 各 縦 連 結 棒 ６ お よ び 各 横 連 結 棒 ５ は 、 タ ー ン バ ッ ク ル に よ り 張 力 の 調 整 が 容 易 と な っ て

い る 。

　 な お 、 筋 交 い ブ レ ー ス ４ は 、 補 助 的 な も の で あ り 、 省 略 し て も よ い 。 筋 交 い ブ レ ー ス ４

は 、 剛 性 の 丸 鋼 の ほ か 、 ス テ ン レ ス ワ イ ヤ で 形 成 し て も よ い 。

筋 交 い ブ レ ー ス ４ を 省 略 す る こ と に よ り 、 本 実 施 の 形 態 の 耐 震 建 築 構 造 を 学 校 の 教 室 や 体

育 館 の よ う な 大 空 間 に も 容 易 に 適 用 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 な お 、 建 材 用 結 合 部 材 １ は 、 ベ ー ス 部 １ ２ が 筒 部 １ １ の 端 部 に 縦 断 面 Ｌ 字 状 に 直 交 す る

よ う 設 け ら れ て い る ほ か 、 筒 部 １ １ の 端 部 に 縦 断 面 Ｔ 字 状 に 直 交 す る よ う 設 け ら れ て い て

も よ い 。 ま た 、 建 材 用 結 合 部 材 １ は 、 ベ ー ス 部 １ ２ が 筒 部 １ １ の 端 部 に 互 い に 直 交 す る ２

方 向 に 伸 び る よ う 設 け ら れ て い て も よ い 。 本 実 施 の 形 態 の 耐 震 建 築 構 造 は 、 木 造 建 築 物 の

全 体 に 用 い ら れ る ほ か 、 一 部 の み に 用 い ら れ て も よ い 。 ま た 垂 直 方 向 の 耐 震 建 築 構 造 は 床

面 ・ 梁 面 の 耐 震 建 築 構 造 と し て 、 水 平 方 向 に 用 い て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 本 実 施 の 形 態 の 耐 震 建 築 構 造 は 、 複 数 対 の 横 架 材 ２ お よ び 複 数 対 の 柱 ３ を 用 い て 直 方 体

状 の 枠 を 構 成 し 、 家 屋 そ の 他 の 木 造 建 築 物 に 用 い る こ と が で き る 。 そ の よ う な 木 造 建 築 物

は 、 平 屋 建 築 物 の ほ か 、 ２ 階 建 て 建 築 物 や ３ 階 建 て 建 築 物 で あ っ て も よ い 。 こ の 筋 交 い ブ

レ ー ス の 耐 震 建 築 構 造 は 層 間 変 位 （ 地 震 に よ る 水 平 方 向 の ず れ ） が 少 な い の で 上 層 階 で あ

っ て も 、 よ り 安 全 で あ る 。 津 波 対 策 で １ 階 、 ２ 階 の 低 層 部 を 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト で 施 工 し 、

そ の 上 層 部 の 、 ３ 階 、 ４ 階 に 利 用 さ れ て も よ い 。 そ の 場 合 、 津 波 な ど の 緊 急 時 に 、 耐 震 性

能 の 高 い 上 層 階 に 垂 直 避 難 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 ま た 、 学 校 の 教 室 、 集 会 場 等 の 公 共 の 大 空 間 施 設 に 利 用 さ れ て も よ い 。 そ の 場 合 、 窓 等

の 開 口 部 を 設 置 し て も 高 い 耐 震 強 度 が 得 ら れ る た め 、 大 き い 空 間 の 施 設 を 建 設 す る こ と が

で き る 。 ま た 、 既 存 の 木 造 建 築 物 の 耐 震 補 強 に 利 用 さ れ て も よ い 。 例 え ば 、 震 災 で 傷 ん で

し ま っ た 木 造 建 築 物 の 応 急 改 修 補 強 に 用 い る こ と が で き る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 　 １ 　 建 材 用 結 合 部 材

　 　 ２ 　 横 架 材

　 　 ３ 　 柱

　 　 ４ 　 筋 交 い ブ レ ー ス

　 　 ５ 　 横 連 結 棒

　 　 ６ 　 縦 連 結 棒

　 　 ７ 　 基 礎

　 １ １ 　 筒 部

　 １ ２ 　 ベ ー ス 部

　 １ ２ ａ 　 中 間 板 部

　 １ ２ ｂ 　 側 板 部
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　 １ ３ 　 コ ー ナ ー 部

　 １ ４ 　 柱 取 付 孔

　 １ ５ 　 横 架 材 取 付 孔

　 １ ６ 　 柱 固 定 部 材

　 １ ７ 　 横 架 材 固 定 部 材

【 要 約 】

【 課 題 】 耐 震 強 度 が 極 め て 高 い 建 材 用 結 合 部 材 と 木 材 の プ レ カ ッ ト の 工 程 を 省 略 し て 熟 練

技 能 者 に 頼 ら ず に 極 め て 高 い 耐 震 性 能 が 得 ら れ る 耐 震 建 築 構 造 を 提 供 す る 。

【 解 決 手 段 】 １ 対 の 横 架 材 ２ と １ 対 の 柱 ３ と ４ つ の 建 材 用 結 合 部 材 １ と を 有 す る 。 各 横 架

材 ２ は 互 い に 間 隔 を あ け て 平 行 に 設 け ら れ る 。 各 柱 ３ は 各 横 架 材 ２ の 間 で 互 い に 間 隔 を あ

け て 各 横 架 材 ２ に 直 交 す る 。 各 建 材 用 結 合 部 材 １ は 筒 部 と ベ ー ス 部 と を 一 体 的 に 有 す る 。

筒 部 は 柱 取 付 孔 を 有 し 、 内 部 に 柱 ３ の 一 端 を 挿 入 可 能 な 貫 通 孔 を 有 す る 。 ベ ー ス 部 は 横 架

材 取 付 孔 を 有 し 、 筒 部 の 端 部 に 直 交 す る 。 ベ ー ス 部 は 筒 部 と 反 対 側 に 横 架 材 と 長 さ 方 向 に

沿 っ て 嵌 合 可 能 な 嵌 合 部 を 有 す る 。 嵌 合 部 は 貫 通 孔 に 直 交 し て 連 通 す る 。 各 建 材 用 結 合 部

材 １ は 筒 部 の 貫 通 孔 の 内 部 に 各 柱 ３ の 上 端 ま た は 下 端 を 挿 入 さ れ 、 各 柱 ３ に 固 定 さ れ る 。

各 建 材 用 結 合 部 材 １ は ベ ー ス 部 の 嵌 合 部 に 各 横 架 材 ２ を 嵌 合 さ れ 、 各 横 架 材 ２ に 固 定 さ れ

る 。

【 選 択 図 】 図 １

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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